
予算委員会・文教委員会関係審査（２０１２年３月１日） 

 

【心のサポート推進事業について】 

西山さちよ：スクールカウンセラーの採用の実態と来年度以降の採用計画について伺います。 

指導２課長：今年度市内の中学校に５７名、全中学校に１名ずつ配置しています。週１回、年間４０回 
      の勤務で、さわやか相談員や教員などへの指導助言に当たっています。次年度についても、 
      現在のところ同様の予定です。 
西山さちよ：東京都では実績のあるカウンセラーは同一校６年を目安として配置を進め、専門性を 

十分に生かしていますが、さいたま市の現状について伺います。 

指導２課長：スクールカウンセラーは市の非常勤職員として、基本的には１年ごとの任期です。 
      平成２３年度２年目以降継続して勤務をしている方が３５人数です。今後も継続した 

勤務ができるような方向で考えたいと思っています。 
西山さちよ：適応指導教室の成果及び課題、Ｈ２４年度の運営体制について伺います。 

指導２課長：不登校児童生徒、学校に行けない子どもたちの居場所となっています。また、不登校で 
      悩む保護者や学校で支援に当たる教員の相談の場としても定着しています。平成２２年度 

は６６名の子どもが入室、そのうち５５名、８３％の子どもの登校日を増やす取り組みを 
しています。平成２３年度１２月末現在では７２名の児童生徒が入室しています。 

      今後の課題は、学校にも適用指導教室にも行かれない児童生徒を、適用指導教室に 
      つなげる方策を工夫することや、適用指導教室にいる子どもたちの社会的自立を促すため 

の指導や体験活動を一層充実させていくことが課題と考え、平成２４年度も取り組んで 
いきます。 

 

【小中学校管理運営事業について】 

西山さちよ：教員の臨時的任用教員の採用割合について伺います。 

教職員課長：平成２３年度４月６日現在で、臨時的任用の割合は小中合わせて１３．９％です。 
西山さちよ：埼玉県では臨時的任用教員を減らし、本採用を増やす予ですが、さいたま市について 

      伺います 

教職員課長：現在、さいたま市は独自に採用しています。臨任率を低くするということについては 
      さいたま市においても課題であり、本年度実施の採用試験から、昨年度に比べて小学校 
      教員は２５人、中学校教員は３０人増員で採用しました。前年度比、小学校では約１．２  
      倍、中学校では１．５倍の採用数で臨任を少なくする努力をしているところです。 
 

【特別支援教育推進事業について】 

西山さちよ：特別支援学級、通級指導教室の児童生徒数および教室の設置状況、設置計画について 

伺います。 

指導２課長：小学校の特別支援学級に在籍している児童は、平成２３年５月１日現在４５９名、通常学

級の生徒との割合は０．７％です。中学校の特別支援学級に在籍している生徒は２５０名、

通常学級の生徒との割合は約０．８％です。 
通級指導教室に通う小学生の児童は平成２４年の２月現在、小学生が６６６名、率では 
１．０％、中学生が３４名、率では０．１％です。 



特別支援学級の設置状況は、平成２４年度、北区、見沼区、南区、緑区の小学校５校、 
見沼区、中央区の中学校２校、計７校の予定で、小学校では３７校、中学校で１９校と 
なります。 
通級指導教室は、２４年度、中央区と緑区の小学校に１校、計２校を設置する予定です。 

西山さちよ：普通学級１クラスにおける配慮を要する児童生徒数と学級等支援員の配置状況および 

学級運営について伺います。 

指導２課長：平成２２年度、通常の学級で特別な配慮を必要とする児童生徒数は８２３名で全体の 
０．８４％、平成２３年度は、８７０人、０．８８％となっています。 

     学級等支援員の配置状況は、２３年度の１２月現在では、小学校１０２校に１１６名、 
     中学校５１校に６９名、合計で１５３校に１８５名の学級等支援員を配置しています。 
     現在のところ学校から要望があった配置の日数については各学校の実態に応じて配置を 
     していますが、今後は、増やして欲しいという要望について配置の工夫をしていきたいと 
     考えています。 

 

【学校教育・中高一貫教育校推事業】 

西山さちよ：現時点における成果と課題について伺います。 

指導２課長：中高一貫教育の成果は、学校選択の幅を拡大したこと、中高一貫教育校の教育実践を市内 
      の中学校へ普及できたという点です。また、中学校からの内部進学生が高等学校でリーダ 
      ーとして活躍しています。課題は、中１から高校に上がる段階で入学の選抜がないため、 

中だるみの傾向が見られることです。 
西山さちよ：今後の中高一貫の拡大について伺います。 

指導２課長：開校以来、中高一貫教育校推進運営協議会を設定し、外部の方も交えながら検討をして 
      いるところです。来年度は完成年度となりますので、その推進運営協議会の人数や構成を 
      拡大して、検証を進めたいと思っています。その検証を踏まえた上で、今後の拡大に 
      ついては総合的に判断をしていきます。 
 

【英語教育充実推進事業について】 

西山さちよ：小中一貫英会話の成果、今後の課題について伺います。 

指導１課長：児童を対象に行ったアンケートや小学校５年生のときに学習した子どもたちの追跡調査 
      から、コミュニケーションを図ろうとする意欲や態度が着実に小中一貫英会話を通して 
      はぐくまれていると認識しています。 
 

【教育扶助事業について】 

西山さちよ：近年ますます増加傾向にある就学援助費を受けている児童生徒の認定率について伺います。 

学事課長： 在籍者数に対する就学援助の認定者の割合は、平成２１年度の実績が７．９１％、平成 
２２年度が８．８５％、平成２３年度１２月末現在で既に９．１１％で伸びています。 

西山さちよ：就学援助費を受けている児童生徒の増加の割合について伺います。 

学事課長： 平成２１年から平成２２年にかけては１１％、の増加、平成２２年から平成２３年 
１２月末時点は３％の増加となっています。 

 



 

【中学女子サッカー少女への支援について】 

西山さちよ：中学女子サッカー少女への支援について伺います。 

指導１課長：市内の女子サッカー部がある中学校は１校です。今後女子サッカー部が増えるという 
      機運があれば、部活動外部指導者等の派遣も含め学校の方に積極的に教育委員会としても 
      支援します。 
 

その他、学校教育推進事業について、外国人学校就学補助事業について、教育情報ネットワーク推進事

業について、各教科教材等整備事業について、環境教育推進事業について、共通物品購入管理事業につ

いて、各校営繕事業について、体育館内装改修について、生涯学習センター管理運営事業について、 

地区図書館業務委託化事業について質問をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


